
聖徒たちと歩む聖書~6~
ノア その2

創世記7～8章
～人の堕落と裁きの警告～

「大洪水」
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Ⅰ.大洪水の始まり
Ⅱ.大洪水の終わり
Ⅲ. 大洪水は

本当にあったのか？
Ⅳ. まとめと適用

大洪水と大艱難
主イエスを
待ち望みつつ歩もう



【天地の創造の背景】 創世記1:1～2

■はじめに、神が天地を創造された。

■最初の被造物サタンが堕落し、裁かれ、

最初の天地である宇宙は、混沌と化した。

■暗闇の世界を、聖霊が抱き、

地上を再創造していく。

➡それが、６日間の天地創造。



【サタンとは？】

・最初に神が造られた天使の中で

最高の存在、大天使だった。

・神のようになろうとして反逆。

3分の1の天使を連れて堕落した。
(エゼキエル28章,黙示録12章他)

■創造者である神にはかなわないので、

神の最も大切な人間の破壊を企てる。

■地に墜ちた大天使 → サタン(悪魔)
■その他の堕天使 → 悪霊



【光と闇のたたかい】
⇒聖書のテーマの一つ。

①サタンは、蛇を通して人を誘惑し、
罪に陥れた。

②女の子孫・メシアが約束されると、
その誕生を断固阻止しようとした。

③罪の奴隷となった人間に、さらに
罪を重ねさせ、人間の女と交わって、
子を産ませた。

⇒人間という種そのものを破壊し、
メシアの誕生を阻止しようとした!!



【大洪水の裁きの決定】 創6:7～8
そして【主】は仰せられた。「わたしが創造し
た人を地の面から消し去ろう。人をはじめ、家
畜やはうもの、空の鳥に至るまで。わたしは、
これらを造ったことを残念に思うからだ。」
しかし、ノアは、【主】の心にかなっていた。

■罪の結果によって、人間の種そのもの、
世界全体が破壊されようとしていた。

■神の決断は、裁きと共に、世界を回復に
導くもの。

■神は、恵みにより、ノアに目をとめられた。



【創世記1~11章までのトルドット】

①2：4～4：26 「これは天と地が創造された時の経緯である」

②5：1～6：8 「これはアダムの歴史の記録である」

③6:9～ 「これはノアの歴史である」

④10:1～ 「これはノアの息子、セム、ハム、ヤペテの
歴史である」

⑤11:10～ 「これはセムの歴史である」

⑥11:27～ 「これはテラの歴史である」



【創世記1~11章までのトルドット】

①2：4～4：26 「これは天と地が創造された時の経緯である」

②5：1～6：8 「これはアダムの歴史の記録である」

③6:9～ 「これはノアの歴史である」

④10:1～ 「これはノアの息子、セム、ハム、ヤペテの
歴史である」

⑤11:10～ 「これはセムの歴史である」

⑥11:27～ 「これはテラの歴史である」



【創世記6:11～8:22】 計算された美しい文学形式 対称的対句法

A  6:11~13 神は人類を滅ぼすことを決意する。
B  6:14~22 ノアは箱舟を造る。
C  7:1~9 神は箱舟に入るように命じる。

D  7:10~16 洪水が始まる。
E  7:17~24 洪水が150日続く。山々が水で覆われる。
F  8:1 神はノアを覚えておられた。

E  8:1~5 洪水が150日後に引いていく。山々が現れる。
D 8:6~14 地は乾き始める。

C  8:15~19 神は箱舟から出るように命じる。
B  8:20 ノアは祭壇を築く。

A  8:21~22 神は人を滅ぼさないことに決める。



Ⅰ. 大洪水の始まり 創世記7:1～24



【神の命令】 創7:1 
【主】はノアに仰せられた。「あなたとあな

たの全家族とは、箱舟に入りなさい。

あなたがこの時代にあって、わたしの前に

正しいのを、わたしが見たからである。

※主の前に正しいということ。

…ノアは、神の命令に
忠実に従う者だった。

■「ノアは、すべて主が命じられた

通りにし、そのように行った。創6:22」



0年 500年 1000年 1656年
アダム 930 大洪水

セツ 912
エノシュ 905
ケナン 910
マアラルエル 895
エレデ 962
エノク 365
メトシェラ 969
レメク 777
ノア 950

没1656年
没1651年



【系図から分かること】

ノアは、

①480歳の時、大洪水の警告を聞いた。
②500歳までに、3人の息子が生まれた。

・父レメクは、大洪水の5年前に死去。
・祖父メトシェラは、大洪水の年に死去。

■父、祖父は、ノアと共に箱舟を建設し、

大洪水の裁きの前に天に召された。



【神の命令②】 創7:2～3
あなたは、すべてのきよい動物の中から
雄と雌、七つがいずつ、きよくない動物の
中から雄と雌、一つがいずつ、
7:3 また空の鳥の中からも雄と雌、七つ
がいずつを取りなさい。それはその種類が
全地の面で生き残るためである。

※きよい動物 …家畜。洪水後の献げ物。
重要な食料となる。

■大洪水では、生存できない動物は、
一種一つがいずつ、入れられた。



【神の命令③】 創7:4～5
それは、あと七日たつと、わたしは、地の

上に四十日四十夜、雨を降らせ、わたしが

造ったすべての生き物を地の面から消し

去るからである。」

ノアは、すべて【主】が命じられたとおりに

した。

※乗船のための最後の準備期間。

…手塚治虫の間違い
■ノアの神への忠実さを現す。(2回目)



【乗船】 創7:6～9
大洪水が起こり、大水が地の上にあっ

たとき、ノアは六百歳であった。

ノアは、自分の息子たちや自分の妻、

それに息子たちの妻といっしょに、大洪

水の大水を避けるために箱舟に入った。

きよい動物、きよくない動物、鳥、地を

はうすべてのものの中から、神がノアに

命じられたとおり、雄と雌二匹ずつが箱

舟の中のノアのところに入って来た。

※動物たちから集まってきた。

⇒神ご自身が集められた!!



【大洪水の始まり】 創7:10～12
それから七日たって大洪水の大水が地の上に起こっ

た。ノアの生涯の六百年目の第二の月の十七日、そ

の日に、巨大な大いなる水の源が、ことごとく張り裂け、

天の水門が開かれた。そして、大雨は、四十日四十夜、

地の上に降った。

大水の源は二つ

①巨大な大いなる水の源 …膨大な地下水脈
②天の水門 …上空の分厚い水蒸気の層

※1000mmの雨が40日降っても、4ｍ。
全地を覆った水のほとんどは、地下からのもの



【閉じられた戸】 創7:13～16
ちょうどその同じ日に、ノアは、ノアの息子たちセム、
ハム、ヤペテ、またノアの妻と息子たちの三人の妻と
いっしょに箱舟に入った。
彼らといっしょにあらゆる種類の獣、あらゆる種類の
家畜、あらゆる種類の地をはうもの、あらゆる種類の
鳥、翼のあるすべてのものがみな、入った。
こうして、いのちの息のあるすべての肉なるものが、
二匹ずつ箱舟の中のノアのところに入った。 入ったも
のは、すべての肉なるものの雄と雌であって、神がノア
に命じられたとおりであった。
それから、【主】は、彼のうしろの戸を閉ざされた。

■主ご自身が、扉を閉められた。
人類の分水嶺。猶予期間の終了。裁きの始まり。



【すべてを覆い尽くした大水】 創7:17～20
それから、大洪水が、四十日間、地の上にあった。

水かさが増していき、箱舟を押し上げたので、そ

れは、地から浮かび上がった。水はみなぎり、地

の上に大いに増し、箱舟は水面を漂った。水は、

いよいよ地の上に増し加わり、天の下にあるどの

高い山々も、すべておおわれた。水は、その上さら

に十五キュビト増し加わったので、山々はおおわれて

しまった。

■地球の表面を平らにすると、

2,800ｍの深さの水で覆われる。
■当時の地表は、極めて平坦だったのだろう。



【完遂された神の裁き】 創7:21～24
こうして地の上を動いていたすべての肉なるものは、
鳥も家畜も獣も地に群生するすべてのものも、またす
べての人も死に絶えた。いのちの息を吹き込まれたも
ので、かわいた地の上にいたものはみな死んだ。
こうして、主は地上のすべての生き物を、人をはじめ、
動物、はうもの、空の鳥に至るまで消し去った。それら
は、地から消し去られた。ただノアと、彼といっしょに
箱舟にいたものたちだけが残った。水は、百五十日間、
地の上にふえ続けた。

■すべての人も、超人ネフィリムも死に絶えた。

■40日間の雨の後も地下水は湧き続けた。



Ⅱ. 大洪水の終わり 創世記8:1～32



【裁きの折り返し点】 創8:1
神は、ノアと、箱舟の中に彼といっしょにい

たすべての獣や、すべての家畜とを心に留

めておられた。それで、神が地の上に風を

吹き過ぎさせると、水は引き始めた。

■あまりに長い洪水に、ノアたちは、

神に見捨てられたと感じた?!

■しかし、主は、約束を違えることなく、

ご自分の民を忘れることもない!!



【創世記6:11～8:22】 計算された美しい文学形式 対称的対句法

A  6:11~13 神は人類を滅ぼすことを決意する。
B  6:14~22 ノアは箱舟を造る。
C  7:1~9 神は箱舟に入るように命じる。

D  7:10~16 洪水が始まる。
E  7:17~24 洪水が150日続く。山々が水で覆われる。
F  8:1 神はノアを覚えておられた。

E  8:1~5 洪水が150日後に引いていく。山々が現れる。
D 8:6~14 地は乾き始める。

C  8:15~19 神は箱舟から出るように命じる。
B  8:20 ノアは祭壇を築く。

A  8:21~22 神は人を滅ぼさないことに決める。



【引きはじめた水】 創8:2～5
また、大いなる水の源と天の水門が閉ざされ、

天からの大雨が、とどめられた。

そして、水は、しだいに地から引いていった。

水は百五十日の終わりに減り始め、箱舟は、

第七の月の十七日に、アララテの山の上にと

どまった。

水は第十の月まで、ますます減り続け、第十

の月の一日に、山々の頂が現れた。

※トルコ共和国東端の標高5,137mの山



【カラスとハトを放つノア】 創8:6～9
四十日の終わりになって、ノアは、自分の造った

箱舟の窓を開き、烏を放った。するとそれは、水が

地からかわききるまで、出たり、戻ったりしていた。

また、彼は水が地の面から引いたかどうかを見る

ために、鳩を彼のもとから放った。

鳩は、その足を休める場所が見あたらなかった

ので箱舟の彼のもとに帰って来た。水が全地の面

にあったからである。彼は手を差し伸べて鳩を捕

らえ、箱舟の自分のところに入れた。

※150日から、さらに40日後。



【オリーブとハト】 創8:10～12
それからなお七日待って、再び鳩を箱舟から
放った。
鳩は夕方になって、彼のもとに帰って来た。
すると見よ。むしり取ったばかりのオリーブの
若葉がそのくちばしにあるではないか。
それで、ノアは水が地から引いたのを知った。
それからなお、七日待って、彼は鳩を放った。
鳩はもう彼のところに戻って来なかった。

※鳩 …｢鳩のように素直に｣
神との和解(＝平和)の象徴。



【神の下船命令】 創8:13～17
ノアの生涯の第六百一年の第一の月の一日に
なって、水は地上からかわき始めた。ノアが、箱舟
のおおいを取り去って、ながめると、見よ、地の面
は、かわいていた。第二の月の二十七日、地はか
わききった。 そこで、神はノアに告げて仰せられた。
「あなたは、あなたの妻と、あなたの息子たちと、
息子たちの妻といっしょに箱舟から出なさい。
あなたといっしょにいるすべての肉なるものの生
き物、すなわち鳥や家畜や地をはうすべてのものを、
あなたといっしょに連れ出しなさい。それらが地に群
がり、地の上で生み、そしてふえるようにしなさい。」

■箱舟の中にいた期間 …371日。53週。
■新しい地で、再び増えるよう、命じられた。



【下船】 創8:18～19
そこで、ノアは、息子たちや彼の妻や、息子たちの
妻といっしょに外に出た。
すべての獣、すべてのはうもの、すべての鳥、す
べて地の上を動くものは、おのおのその種類にし
たがって、箱舟から出て来た。
ノアは、【主】のために祭壇を築き、すべてのきよ
い家畜と、すべてのきよい鳥のうちから幾つかを選
び取って、祭壇の上で全焼のいけにえをささげた。

※種類にしたがって …創造主の秩序ある状態。
⇒種を破壊するネフィリムは全滅。 。

※後に律法で食用がゆるされる動物だろう。
牛、羊、山羊、鳩など…。



Ⅲ. 大洪水は
本当にあったのか？



【世界中に残る洪水伝説】

＊古代メソポタミア、ギルガメシュ叙事詩

…正方形の船で大洪水を逃れた。
＊ネイティブ・アメリカンの伝説

…大きなカヌーに乗って大洪水を逃れた。
＊ラパヌイ(イースター)島の伝説

…双胴船に乗って大洪水を逃れた。

※共通しているのは、世界的な大洪水から、

船を造って逃れた、ということ。



【箱舟は、合理的な大洪水シェルター】

①最も転覆しにくい黄金比
②十分な積載能力
③激変に耐えうる頑丈さ

船ではなく、
浮遊する巨大なシェルター





【化石の不思議】

海の底に魚の死体は沈んでる？



【化石の不思議】

化石は、長い時間がかかってできる？

化石は、化学反応によってできる。

空気の遮断、圧力、熱…、
条件さえそろえば、時間は関係ない!!

ワイヤーの化石 ハムの化石

麻袋の化石

帽子の化石



【突然の大激変の痕跡】

捕食中の魚

大量の
ノーチロイド

銀杏の葉 シダ



【化石の不思議】

どうしたら、こんな化石ができるのか？

→突然、大きな出来事が起こった。



【地層の不思議】

海中に土砂が流れ込んで、地層ができる？

↑ぜんぜん地層になっていない!!



【セントへレンズ山の大噴火で分かったこと】
大噴火による大規模な混濁流によって、
わずかな期間で、十数メートルの水平な地層ができた!!



【地層の不思議】
世界中、至る所に
1000ｍ以上の厚さの
水平な地層がある。

これだけの地層が
どうやれば造られるか？

世界的な大激変が
起こったということ!!

聖書は、世界規模の
大洪水を記している。



【地層の不思議】

褶曲した地層は、

できてまもなく、

柔らかい内に、

巨大な力で

ねじ曲げられた

ことを現している。



【約一年間にわたる、大洪水の全容】

■上空を覆っていた多量の水蒸気が、豪雨となって降り注ぎ、

地下にあった膨大な水が、地を破って噴き出した。

■水は、全地を覆い尽くし、水面は、激しい波と嵐だっただろう。

海底では、火砕流や濁流が激しく流れ、魚をも一瞬で飲み込んだ。

化石は、その痕跡である。

■濁流が地表を跡形もなく消し去り、

古い大地は、1000m以上もの泥の底に沈んだ。

■大陸のプレートは、激動し、裂かれ、陥没によって海溝ができ、

隆起によって山脈が形成され、一気に引いた水が、渓谷を形作った。









私たちは、大洪水の爪痕の上で、生かされている。



Ⅳ. まとめと適用

大洪水と大艱難
主イエスの再臨を待ち望みつつ歩もう



【箱舟は、キリストのひな形】 Ⅰペテロ3:20～21
「昔、ノアの時代に、箱舟が造られていた間、神が

忍耐して待っておられたときに、従わなかった霊たち

のことです。わずか八人の人々が、この箱舟の中で、

水を通って救われたのです。

そのことは、今あなたがたを救う洗礼(バプテスマ)を
あらかじめ示した型なのです。バプテスマは肉体の汚れを

取り除くものではなく、正しい良心の神への誓いであり、

イエス・キリストの復活によるものです。」

■ノアは、神の命令に従い、箱舟に乗って救われた。

■洗礼(バプテスマ)の儀式は、イエスを信じて古い自分が死に、
神の怒りを逃れ、救われ、生まれ変わったことを現す。



【イエスによる世の終わりの予告】 マタイ福音書24:35～42
:35 この天地は滅び去ります。しかし、わたしのことばは決して滅びることが
ありません。

:36 ただし、その日、その時がいつであるかは、だれも知りません。
天の御使いたちも子も知りません。ただ父だけが知っておられます。

:37 人の子が来るのは、ちょうど、ノアの日のようだからです。
:38 洪水前の日々は、ノアが箱舟に入るその日まで、人々は、飲んだり、
食べたり、めとったり、とついだりしていました。

:39 そして、洪水が来てすべての物をさらってしまうまで、彼らはわからなかった
のです。人の子が来るのも、そのとおりです。

:40 そのとき、畑にふたりいると、ひとりは取られ、ひとりは残されます。
:41 ふたりの女が臼をひいていると、ひとりは取られ、ひとりは残されます。
4:42 だから、目をさましていなさい。あなたがたは、自分の主がいつ来られるか、
知らないからです。



【大患難(最後の7年間)】 【教会時代】

【教会の携挙】
真の信者が
天に挙げられる

【パラダイス】

【聖霊降臨】

【キリストの
再臨】

【千年王国】
エデンの園の回復



【携挙(けいきょ)】 マタイ福音書24:37～39
「人の子が来るのは、ちょうど、ノアの日のようだ

からです。洪水前の日々は、ノアが箱舟に入るその

日まで、人々は、飲んだり、食べたり、めとったり、

とついだりしていました。

そして、洪水が来てすべての物をさらってしまう

まで、彼らはわからなかったのです。人の子が来る

のも、そのとおりです。」

★Ⅰコリ 15:52
「終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬のうちにです。

ラッパが鳴ると、死者は朽ちないものによみがえり、

私たちは変えられるのです。」



【神の裁きと 聖書が記す 救いの道】

ノアの時代 世の終わり

裁きの時 警告から120年後 分からない

裁きの方法 大洪水 大艱難

救いの方法 箱舟 キリストの福音を信じること

神の警告通り、大洪水は起こった!!

主イエスの警告通り、大艱難も起こる!!



【聖書が、今の時代に求めていること】
ノアが、箱舟に乗って救われたように、
イエスを救い主と信じて救われること。

【聖書が教える信じるべき内容・福音は？】
主イエス・キリストが、
①わたしの罪のために十字架にかけられ、
②死んで葬られ、
③三日目に復活し、今も生きていること。

■この福音を信じ、まさにそのような方として
イエスを人生に受け入れた瞬間、その人は
救われる。

■イエス・キリストこそ、私たちの救いの箱舟。



「天のお父さま。
あなたに逆(さか)らい続(つづ)けていたわたしを、
あなたは、主イエスによってゆるし、和解（わかい）して
くださいました。
わたしは、御子(みこ)イエス・キリストが、
①わたしの罪(つみ)を贖(あがな)うために十字架で死に、
②墓(はか)に葬(ほうむ)られ、
③三日目に復活(ふっかつ)したこと、を信(しん)じます。
大洪水(だいこうずい)の裁(さば)きは、起(お)こりました。
この世界(せかい)は、大艱難(だいかんなん)によって
裁(さば)かれます。 マラナ・タ。主よ。きてください。
主(しゅ)イエス・キリストの御名(みな)によって祈ります。

アーメン｣


